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図示すると右図の通り。 
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nnn yx と予想できるので、数学的帰納法で示す。 2,1n のとき成立。 

kn  のとき、
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kkk yx と仮定する。 
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いずれにしても 
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したがって、 1 kn のときも成立。 
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7≦n のとき 1つの ),( nn yx に対し、 ),( 11  nn yx として可能な点は 2個。 

8≧n のとき 1つの ),( nn yx に対し、 ),( 11  nn yx として可能な点は 1個。 

 

1P として可能な点は 2個。 2P として可能な点は 4個。以下同様に、 8n までは、可能な点の個数が 2倍に 

増えていくから、 8P として可能な点は 256個。 

9≧n では、可能な点の個数は増えないから、 10P として可能な点は 256個 ……(答) 
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